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慢性炎症を伴う舌の類皮囊胞を認めた黒毛和種牛の一症例
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要　　　　　約

と殺された黒毛和種牛の舌に，体毛を容れる単一の囊胞が認められた．囊胞の直径は約 22mmであり，舌の正中線
上の筋層に位置し，その一部は舌背側表面と小孔でつながっていた．病理組織学的検査により囊胞壁は多数の毛包を有
する重層扁平上皮から構成されていた．一部の重層扁平上皮で菲薄化及び破錠を認め，囊胞周囲には炎症性細胞浸潤を
認めた．以上より，本例を慢性炎症を伴う類皮囊胞と診断した．本例は，牛の舌における類皮囊胞の初めての報告であ
る．─キーワード：類皮囊胞，黒毛和種牛，舌．
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類皮囊胞は胎生期に表皮組織が迷入して孤立すること
で生じる発生異常の一つであり，病変は若齢動物にみら
れ，しばしば口腔や脳などの組織の正中線上に存在する
［1, 2］．牛では角膜，結膜，眼瞼などでの発生が報告さ
れている［3-5］．類皮囊胞そのものは無痛性であり臨
床症状を呈さないことが多いものの［6, 7］，二次的な
炎症による疼痛を生じ得る［8, 9］．また，類皮囊胞が
舌に形成された場合，口を閉じることが困難となり，嚥
下障害になることが人［6, 10］及び犬［8］で報告され
ている．われわれの知るかぎり，これまで牛の舌におけ
る類皮囊胞の報告はない．舌は牛の採食に必須であると
ともに，食肉においても重要な部位であるため，舌の類
皮囊胞の病理学的特徴を把握しておくことは重要であ
る．今回，と畜場の牛において舌の類皮囊胞を認めたの
で，その概要を報告する．

材 料 及 び 方 法

供試材料：症例は，2019年 3月に島根県内のと畜場
に一般畜として搬入された 29カ月齢，雌の黒毛和種牛
である．搬入時に特記すべき臨床症状はなく，と殺時の
体重は他の同月齢の個体とほぼ同様で 860kgであった．
農場では採食や飲水に異常を認めず，生後からと殺まで
臨床的に異常は認められなかった．解体後のと畜検査に
おいて舌内に体毛が充満した囊胞を認めたため，病理組
織学的検査を実施した．

病理組織学的検査：死後 30分以内に舌を採取した．
囊胞及び周囲の組織並びに舌根部を迅速固定液（ティ
シュー・テックユフィックス，サクラファインテック
ジャパン㈱，東京）で 3日間固定後，定法に基づきパラ
フィン包埋を実施した．これらのパラフィンブロックか
ら厚さ 3μm厚で薄切後，ヘマトキシリンエオジン（HE）
染色を行った．

成　　　　　績

肉眼的所見：囊胞の直径は約 22mmだった．囊胞は
舌の先端から約 20cmの正中線上に位置する単一の球形
の構造を呈しており，舌表面への突出は認められなかっ
た．囊胞壁の一部は舌背側表面と小孔でつながっていた
（図 1A）．囊胞の内容物は体毛及び悪臭を伴う灰色粘調
物で満たされており，小孔から一部の体毛が露出してい
た（図 1A）．体毛は囊胞壁から萌出していた（図 1B）．
囊胞壁の内腔面に破綻している箇所は肉眼的に認められ
なかった．解体時における肉眼的異常所見は舌内に形成
された囊胞のみであった．
病理組織学的検査：囊胞壁は重層扁平上皮で覆われ，
多数の毛包を有していることが確認された（図 2）．毛
包周囲には多数の炎症性細胞浸潤が認められた（図 3）．
囊胞壁の一部では上皮の変性及び壊死脱落による菲薄化
並びに破綻が疑われる所見を認め，囊胞周囲の組織では
好中球，リンパ球及び形質細胞などの炎症性細胞の著明
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な浸潤，一部それらの変性・壊死，及び線維芽細胞の増
生が認められた（図 4）．肉眼的所見で確認された小孔
の壁は囊胞壁及び舌表面と連続しており，囊胞壁と同様
に菲薄な重層扁平上皮で覆われていた．舌根部には著変
は認められなかった．

考　　　　　察

本例は病変部の肉眼的形状が球形であり，組織学的に
は重層扁平上皮から成る囊胞壁に皮膚付属器の一つであ
る毛包を有することから，類皮囊胞と考えられた．類皮
囊胞は外胚葉の迷入によって生じる皮膚組織から成る囊
胞であり［11］，組織学的な特徴は囊胞壁に皮脂腺，汗
腺及び毛包などの皮膚付属器を有することである［3, 9, 

11］．本病変に存在する皮膚付属器は毛包のみであり，
皮脂腺や汗腺は認められなかったが，同様の所見を示す
類皮囊胞が人の舌において報告されている［7］．本例の

囊胞が舌の正中線上に形成されていた点も，他の類皮囊
胞の所見と一致している［1, 2］．
類皮囊胞は類上皮囊胞，毛包過誤腫及び毛包腫などの
皮膚様組織をもつ類似疾患との鑑別が必要である．類上
皮囊胞は表皮由来の上皮成分が陥入し，それが増生する
ことで囊胞となったものであり，肉眼的に球形構造をと
る［12, 13］．類上皮囊胞の壁は類皮囊胞と同様に重層
扁平上皮で構成されているが，皮膚付属器を有しない
［11-13］．そのため，皮膚付属器の一つである体毛を有
する本例の病変部は類上皮囊胞ではないと考えられる．
毛包過誤腫は毛包の異常な増生によって生じる過誤腫で
あり，単一の囊胞状の構造を呈さず，組織学的に異常肥
大した多数の毛包が互いに結合した像が認められる点で
類皮囊胞と異なる［2］．毛包腫は毛包が分布する表皮あ
るいは皮下に発生する良性腫瘍であり，組織学的に毛包
の腫瘍性増殖がみられるが［1, 2］，本例ではそうした
組織学的所見は認められなかった．
これまで牛における類皮囊胞の症例報告の多くがアン
ガス種［3］とヘレフォード種［4］のものであるが，黒
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図 2　囊胞壁の内腔面（HE染色）
矢頭：囊胞壁に形成された毛包
矢印：囊胞内腔へ萌出した体毛
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図 1　囊胞の肉眼像
A：体毛及び悪臭を伴う灰色粘調物で充満した囊胞の
断面（矢印：舌表面と連続した小孔から突出した
体毛）

B：囊胞壁から萌出した体毛

20μm

図 3　毛包の拡大像（HE染色）
矢頭：囊胞壁に形成された毛包

50μm

➡

図 4　囊胞壁の破綻部（HE染色）
矢頭：壊死した上皮
矢印：変性・壊死した炎症性細胞の集塊
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毛和種牛においては報告されていない．
本例では組織学的に囊胞壁の一部が脱落し，囊胞壁の
内部及び毛包周囲にリンパ球主体の炎症性細胞の浸潤及
び線維芽細胞の増生を認めたことから，囊胞周囲には慢
性炎症が生じていたと考えられた．本例での慢性炎症の
原因として，舌表面からの小孔を通じた持続的な囊胞内
容物の汚染が，菲薄化あるいは破錠した重層扁平上皮や
毛包を通じて舌の組織内に入り込んで細菌感染を起こし
たという可能性がある．同様の組織学的所見は，人の眼
に形成された類皮囊胞でも報告されている［14］．さら
に，破綻した重層扁平上皮においては，脱落した角質に
よる異物反応も慢性炎症の要因となった可能性がある．
類皮囊胞に関する多くの文献において，類皮囊胞その
ものは無痛性であるとされているものの［6, 7］，囊胞
周囲に二次感染が起こった場合は疼痛を伴うことがある
［8, 9］．本例は生前に臨床症状を呈さず，採食行動も正
常だったものの，囊胞周囲で認められた慢性炎症により
疼痛を伴っていた可能性は否定できない．さらに，類皮
囊胞は成長とともに皮脂や体毛の充満や炎症で類皮囊胞
及びその周囲が腫大化し，人［6, 7, 9, 15］及び犬［8］
において摂食障害の原因となることが報告されている．
本例は囊胞及び周囲の炎症部位が舌の表面に突出してい
なかったために，摂食に対する影響が少なかったもの
の，仮にさらに長期間飼育した場合は囊胞拡大及び炎症
により摂食障害が起こり得ると考えられる．
今回の症例では類皮囊胞が舌の筋層深部に位置してい
たため，生前時に肉眼的に類皮囊胞と診断することは困
難であったが，小孔から突出した体毛は類皮囊胞の所見
の一つであるため［1, 2］，農場での診断やと畜検査に
おいて本所見に留意すべきである．
囊胞周囲には壊死像があったものの舌根部には著変が
認められなかったことから，囊胞周囲の壊死や炎症部位
に留意することでと畜時の部分廃棄や生体における部分
切除は可能であると考えられた．ただし，人における舌
の類皮囊胞の治療法は外科的切除であるが［9, 11］，人
の舌の手術には全身麻酔を要する．牛の全身麻酔は誤嚥
により死亡するケースがあること，農場で実施すること
が困難なこと及びコストが高いことから，舌の類皮囊胞
の外科的切除は難しい．本例のように舌筋層に類皮囊胞
が存在する場合は経過観察を行い，囊胞及び周囲の腫大
化による摂食障害を呈したときに最終的手段として外科
的切除について検討することが望ましいと考えられた．
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A Case of Lingual Dermoid Cyst with Chronic Inflammation in a Japanese Black Cow

Naoki YAMAMOTO1)†, Shingo KAMEDA1), Kaori NOISHIKI 1), Mikio KIMACHI 1)  
and Takehito MORITA2)

1) Meat Inspection Center, Shimane Prefectural Government, 1677-2 Senyama, Asayama-cho, 
Ooda-shi, 699-2212, Japan

2) Faculty of Agriculture, Tottori University, 4-101 Koyama-cho-minami, Tottori-shi, 680-8553, 
Japan

SUMMARY

A single cyst with a circumscribed circular structure that contained body hairs was obser ved in the tongue of 
a slaughtered Japanese Black cow.  The diameter of the cyst was approximately 22 mm, and it was located with-
in the muscle layer in the midline of the tongue and connected to the dorsal sur face of the tongue by a small 
pore.  Histopathological examination revealed that the cyst wall was composed of stratified squamous epitheli-
um with many hair follicles.  Some par ts of the cyst wall were thin and ruptured, and there was chronic inflam-
mation in the neighboring structures.  Based on these findings, it was diagnosed as a dermoid cyst.  This is the 
first repor t of a lingual dermoid cyst in cattle. ─ Key words : dermoid cyst, Japanese Black cow, tongue.
† Correspondence to : Naoki YAMAMOTO (Meat Inspection Center, Shimane Prefectural Government)
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